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フ ィ リ ピ ン を め ぐ る 明 治 期 「南 進 論 」
と 「大 東 亜 共 栄 圏 」




な 「北進論」 とは異なり、明治期 「南進論」は、通商拡大、移植民、資源開発 ・獲得とい
った民間人主導の経済的発展に基づ く国利増進の主張が中心で、非政治的性格が強かった。
「南進論」 というより 「南洋論」 「南方関与」 ということばがふさわ しい、具体性に乏
しい内容であった。それが、大正期になって具体的な経済進出に必要な実利的情報を含む
ものが多 くな り、さらに昭和10年(1935年)代になると、経済的情報に加えて政治的 ・軍
事的性格をあわせ もっ情報が多 くなった 〔n。
しかし、フィリピン諸島に関 しては、フィリピンの独立革命(1896～1902年)を絡めた












して、本国スペイ ンの政治 ・経済力の脆弱さか ら、フィリピンもその対象になっていた。






41年)12月8日の開戦、翌年1月2日 のマニラ占領、翌3日 の軍政開始 とともに、 「大東
亜共栄圏」の版図に組みこまれたフィリピンで、どのような意味をもったのだろうか。フ






移民 ・植民的側面の3つ になるだろう。フィリピンをめ ぐる明治期 「南進論」において




は 「杉浦重剛立案 福本誠筆記 一名新平民回天談 全」 とあり、第1頁 表題下には 「天
台道士立案 青天布衣筆記」 とあった(2,。天台道士とは比叡山(天 台宗延暦寺)を 臨む


















(2)菅 沼貞風 「新 日本の 図南 の夢」
現在 、明治期 「南進 論」 の代 表的 人物 のひ と りと して、菅 沼貞風(1865-89)〔6,をあげ
る ことに異論 はな いだ ろう。菅 沼は 、明 治21年(1888年)の執筆 とされ る 「新 日本 の 図南
の夢」 のなかで 、 「或 る人 の計画」 と して 『焚 囎夢 物語 』のつぎの 一節 を引用 してい る。
……順次此島[フ ィリピン]二 移住 シ、奴僕農工百般ノ賎役二従事 シテ以テ其機 ヲ待
ッ可シ。……斯クノ如クセバ何ノ形跡ノ佐ム可キアラム。法憲ノ問フ可キアラム。何
ゾ況ヤ万国公法二触ル 、ノ恐レアラム。巳二此島二移住 シ土人 ト相親ミ相交 レバ 、本
是レ等ク東方 ノ人ナリ。忽チ情誼ノ相忘ル可カラザル者アリテ、彼我ノ間二生ズルヤ
必セ リ　。然ルニ欧西各国二於キテ自由ヲ貴ピ、権利 ヲ重ズルニモ関ハ ラズ、東方請
属藩ノ民ヲ遇スル、苛税重敏以テ厭クコ トヲ知ラズ、暴政虐令以テ意 ト為サ 寸ル者ハ
、吾人ノ熟知スル所ナ リ。特二此島ヲ領セル本国政府ガ、此島民ヲ御スルガ如キ其最
モ甚キモノナ レバ、此二在ルコ トー、二年ノ内ニハ必ズ残暴ノ以テ天下二表白スルモ














歳でマニ ラに渡っていったのも、杉浦の勧説があったからだといわれる ㈲ 。
明治22年4月25日、マニラに渡った菅沼は、日本領事館の1室 を与えられ、昼間は地勢
民俗、風習、事業などの資料の収集、調査を行ない、夜は領事館の1室 にこもってその
整理 に余念がなかった。その成果は、陸翔南とともに福本 日南が創刊した新聞 『日本』に
「真韮通信」として送られた。そして、マニラに製麻会社を設立する準備をすすめ、その
ための一時帰国を真近に控えた7月6日 、菅沼はコレラのために急逝した。以前か ら脊髄




福本日南と菅沼貞風は明治21年(1888年)夏に出会い,国 威伸張 のための外交 ・貿易の
併進策で意気投合し、福本は菅沼の後を追って22年5月21日にマニラに到着した。それに
先立っ4月20日、 『フ,イリッピーヌ群嶋に於ける日本人』が出版された。福本は、 「菅沼
貞風君卒す 真韮府の客館に於て 日南居士誌す」で、 「其資料は君が図南の夢に得たるも





じであった。明治29年に民友社(編 纂)か ら出版されたr比 律賓群島』のまえがきで、蘇
峰は 「政府微弱なればとて、国民必 らす しも微弱なるを要せす。……個人的活動ありて、
国家的膨張あり。是れ 自然の理也」と結んでいる。明治期の政治的論客は、きわめて国家







月14日、明治天皇が 「海防のことは1日 も忽せにすべからず」との海防の勅語を発 し、御
内絡金30万円を下賜す ると、軍事力と結びついた海国日本が話題になった。 「北進」 との
対比から、海国 日本は 「南進」 と結びつけて語 られ、やがて海外貿易の発展とともに、南























内容は、 日本人を先祖にもつ魔尼羅(マ ニラ)の 多加山が独立をかけて西班牙と戦い、日






18)の本がr南 洋之風雲 比律賓独立問題之真相』(宮 本平九郎 ・藤田季荘共訳、博文館
明治34年)として翻訳され、山田美妙(1868-1910)は明治32年の 『暗黒世界 まにら
の夢』(三 国書房)を 皮切 りに、 『政治小説 桃いろぎぬ』(嵩 山堂、明治35年)、rあ
ぎなるど』(内 外出版協会、明治35年)、 『小説 ・羽ぬけ鳥』 『さびがたな』(と もに日
出国(やまと}、明治36年)と、相ついでフィリピン革命を題材にした小説を発表 した。また、
押川春浪は冒険小説 『武侠の日本』(博 文館、明治35年)など一連の海洋小説を発表 した 。
春浪の作品は、とくに青少年に大きな影響を与え、 「大抵の少年が親や兄貴を誤魔化 し
て買った」 というほど、好評を博 した。 これらの文学作品を通 して、フィリピン革命は日
本人にとって身近な存在になった 〔亘3,。
しかし、これ らの作者は、単なる善意か らフィ リピン独立革命に共鳴 しただけではなか
った。これ らの作品のなかには、朱印船貿易時代の日本人の海外雄飛 ・南洋進出と絡めて
フィリピン人の血のなかにも日本人の血が流れていることを強調し、日本人を東洋の盟
主と仰 ぐ思想が脈略と感 じられる。そこには、欧米の政治的支配 ・文化を東洋か ら排除 ・
駆逐しようとする、 「大東亜共栄圏」思想とあい通ずるところがあった。そ して、これら
の作者のなかには、山田美妙のように具体的 にフィリピン革命に介入 しようとする団体に























フィリピンをめぐる明治期 「南進論」は、明治20年代末 には具体的に政治的 ・軍事的色





明治期 「南進論」の代表的著作 として、菅沼貞風 「新 日本の図南の夢」をあげたが、明
治21年の執筆とされるこの著作が公刊されたのは、昭和15年(1940年)のことであった。









赤沼三郎r菅 沼貞風』(小 説)(博 文館)刊 行。
17年.2月5日 平戸にてマニラ陥落報告墓前祭営まれる。
29
花園兼定 『南進論の先駆者菅沼貞風』(日 本放送出版協会)刊 行。
江 口禮四郎 『南進の先駆者 菅沼貞風伝』(八 雲書林)刊 行。
7月6日 菅原貞風顕彰会設立(会 長大隈信常)
このように 「南進論」の先駆者 として、戦争勃発前後に菅沼は登場 したのである。換言す
れば、菅沼に変わる新たな 「南進論」、すなわち、日本のフィリピン占領に際 して、新た
な指針を見いだせないまま、日本はフィリピンを占領 したのである。菅沼が唱えた 「南進
論」の骨子は、杉浦重剛の論に同調した 「新平民」の農業移民、そ して 「土人」 とともに
蜂起することだった。 このことは、フィリピンの占領に際して、実現 したのだろうか。
5.フィ リピンの在留邦人の戦略的位置
フィリピンの在留邦人は、ダバオのアバカ(マ ニラ麻)栽 培農民を中心に発展 した。戦
争勃発1年 前の昭和15年(1940年)10月1日調査のフィリピン在留邦人人口は、2万8731




























談によると、rわ が国防の基礎は常に日満支にある[。]南 方開発に当って も常に日満支
と睨み合せて、これとの調和を保ちつ ㌧経営することが絶対に必要である」 として、 「根
幹は 日満支」にあることを強調している(2D。ダバオが 「日満支」はおろか、ほかの移住


















































られていた。 日本の海軍省は、 「大東亜共栄圏」のそれぞれの国 ・地域を 「①指導国(日
本)、 ②独立国、③独立保護国、④直轄領および、⑤ 「圏外国の主権下の植民地」」に分





者、メスティーソ)_キ リス ト教徒フィリピン人(ス ペイ ン系メスティーソ、中国系、マ



























年)に フィリピンの全貿易額中国別10位であったものが、19年に3位 、29年に2位 になっ
た。 しか し、アメ リカ領フィリピン諸島では、アメリカとの特殊な貿易関係があり、日本
との貿易額は全体のわずか1割 程度にすぎなかった。このことが、戦中経済を破綻に追い




彩が濃く、その後 の経済活動、移植民活動の発展によっても、修正 を加えることな く、戦
争に突入 した。そのため、占領地フィリピンの住民の 「民心の把握」はおろか、在留邦人
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